
食　　物

２ Dp－ ７ 高齢者の咀嗜能力と生活機能について
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［目的］高齢者が健康で充実した生活を送るには，適切な食生活を行うのに充分な咀嘔能

力を持つことが必要であると考え，咀嘔能力の現状について調査を行ってきたが，今回は，

咀膚能力と生活機能の関係について検討した.

［方法］岡山市及び周辺の高齢者(65歳以上）でiEl5に在園する者，仕事をもち，あるい

は趣味の集まりなどに積極的に参加しながら通常の日常生活を送っている昔181名（男56

名，女125名）を対象とした．歯の現状，生活機能は面接調査により，咀喘能力はチュー

インガム法を用いて溶出糖量により判定した．生活機能は老研式活動能力指標(東京都老

人総合研究所）を用いて評価した．総数が少ないので統計処理は男女合計で行った.

　［結果］1）歯の現状の人数比率は，現在歯は13.8％，局部義歯は34.8%,総義歯は45.9％,

無歯顎は5.5%であった. 2)年齢区分別平均現在歯数は65～69歳: 16.31±2.2本, 70～74

歳:10.2±10.5本，75～79歳: 4.9±8.8本, 80～84歳:2.6±6.1本, 85～89歳: 1.9±3.6

本, 90歳以上：全員無歯顎であった. 3)平均溶出糖量は0.59±0.33gであり，加齢ととも

に減少した. 4）平均活動能力得点は9.2±3.5点（13点満点）で，加齢につれて減少した.

5)溶出糖量と活動能力得点の間には中程度の相関が認められた．活動能力指標の以下の３

因子と溶出糖量の間の相関はそれぞれr手段的自立J ヵり･＝0.36，r知的能動性jが/･=0.44,

　「社会的役割」/＝0.40であり，いずれも中程度の相関を示した. 6）大小臼歯の現在歯数多

数群（9～20本）の者の平均活動能力得点は11.2±2.5点，同少数群(0～8本）の者のそれ

は8.7±3.5点で前者の方が後者よりも生活機能が有意に高かった．

２ Dp－ ８ 女子大生の栄養摂取と生活時間
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　［目的］私たちは、毎年女子大生の栄養摂取量および生活時間の実態を捉え、女子大生の

食生活上の問題点を指摘してきた。本研究では栄養摂取状況および生活時間か、血中コレ

ステロール値にどのように影響しているかを検討したので、報告する。

　［方法］調査対象は本学学生391名（18歳131名、19歳134名、20歳以上126名）である。

食物摂取量調査は、1994年５月～６月、日曜祭日を除く連続した３日間に秤量記入方式で

行い、そのうち１日は、朝起きてから夜寝るまでの生活時間調査を行い、生活活動指数を

捉えた。血液検査は医療機関に依頼した。

　［結果］エネルギーおよび栄養素等摂取量と食品群別摂取量については､HDLコレステロー

ルとLDLコレステロールの検査結果により分類し比較した。 HDL-C 45nig/d以上でかつLDL-

C 78～128ing/dlの群をＡ群、HDL-C 45iiig/dl未満でかつLDL-C78～128nig/dlの群をＢ群、

HDL-C 45mg/dl以上でかつLDL-C 129mg/dl以上と78未満の群をＣ群、HDL-C 45mg/dl未満で

かつ129nig/dl以上と78未満の群をＤ群とする。Ａ・Ｂ群はエネルギー1751 ・1794kcal、た

んぱく質64.2 ・67.3g、脂質57.9 ･ 63.lgであり、Ｃ・Ｄ群は1613 ・1441kcal、たんぱく質

61.4・48.8g、脂質50.2 ・ 43.9gでA ･ B群はC ･ D群よりこれらの栄養素等の摂取が多か

った。双方の特徴をみるとA ･ B群食品の摂取はＣ・Ｄ群より乳、魚、肉などのたんぱく

質源が多く、C ･ D群はとりわけ飲料の摂取が多かった。生活活動指数では、Ａ群･ B群
が0.60・0.56、Ｃ群・Ｄ群が0.61 ・0.52であり、A･C群がB･D群より高い値であった。

以上のことから栄養、食品がコレステロＴルの性状にかかわりのあることが観察された。
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